






















































































































































を中心にして 菅原  昭
第 8章：アフリカの植民地近代性――「宗教」の
侵入について 中林伸浩
第 9章：スワヒリ語による国民国家建設と植民地
近代性論―その可能性と不可能性をめ
ぐって 小馬 徹
第 10章：ラテンアメリカにおける西欧中心主義
128
先住民問題や奴隷問題を扱った初期のダイムノヴ
ェルから，とくに少年読者を熱狂させたといわれ
るウェスタン・ヒーローもの，探偵小説，サイエ
ンス・フィクション，そして「ワーキングガー
ル」と呼ばれる都市の白人女性労働者に向けて書
かれたダイムノヴェルまで，それらを「ネイティ
ヴ・アメリカンからワーキングガールまで」をキ
ーワードにしてまとめたものである。
 （山口ヨシ子）
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　本書は，19世紀後半から 20世紀の初頭にかけ
てのアメリカでとくに人気の高かったダイムノヴ
ェル（10セント小説）を分析したものである。
「低俗」といわれて消えてしまったこの廉価な大
衆小説群の特徴を分析し，歴史書などには表われ
ない，物語をめぐるさまざまな裏面史や周辺史を
掘り起こすことで，アメリカ社会の底辺に蓄積さ
れた庶民の文化的営為の実相に迫り，アメリカ人
に形成された集合的意識を探ろうとするものであ
る。
　ダイムノヴェルの出版形態がそれ以前の小説と
異なったのは，規格化され，シリーズ化されて，
大量にでまわったことであるが，これは，アメリ
カの産業資本主義経済のシステムのなかに，物語
本が消費されるべき商品としてとり入れられたこ
とを意味する。安価なパルプの製造，印刷技術の
革新による再版工程の簡略化，輸送機関の拡充な
どにともなう販売経路の整備など，廉価な物語本
の出版と販売を可能にする科学技術に支えられ，
出版社は，工場で商品を生産するように，同じパ
ターンの物語を次つぎと出版し，より多くの読者
に買わせるべく戦略を編みだした。一方，消費す
る商品のように次つぎと同じパターンの本を購入
し，気軽な娯楽として読書を楽しんだ大勢の読者
は，そのような読書をとおしていわば集合的な意
識を形成するようになる。携帯に便利な小型本の
出現で，いつでもどこでも個人としての読書が可
能になる一方で，規格化された本を読み続けるこ
とで，大勢の読者が同様の意識を形成することに
なったのである。ダイムノヴェルを現代に読む意
義は，一つに，その影響が，アメリカの人種差別
や性差別などの意識構造の基礎として，時代をこ
えて現在まで続いているという現実を確認するこ
とにある。
　本書は，アメリカ国家の重要案件事項といえる
